
長野松代総合病院だより 第 89 号  2

 

を
療
治
的
門
専
て
い
お
に
患
疾
経
神

2

外
経
神
脳
の
名医

門
専
痛
頭
（
医
門
専
科

1

医
門
専
中

1

を
療
医
的
人
全
た

24

間
時

365

　

で
心
中
が
瘍
腫
脳
と
害
障
管
血
脳

状
症
な
的
性
慢
る
す
対
に
症
遺
後
患 

ま
い
て
し
と
意
得
も
最
を
療
治
的
科

て
し
り
入
グ
ン
キ
ン
ラ
国
全
て
い
お

も
で
内
県
野
長
は
術
離
剥
膜
内
脈
動

〉
中
卒
脳
〈 

〉
瘍
腫
脳
〈 経

膠う
こ

腫

）
ど
な
瘍
腫
脳

〉
傷
外
部
頭
〈 

〉
症
知
認
〈 

〉
痛
頭
〈 

〉
他
の
そ
〈 

 

新
最
の
能
性
高
る
な
と
初
で
県
野
長

が
鏡
微
顕
式

2

2
名て

し
行
並
が
医
門
専
科
外
経
神
脳
の2

と
こ
る
見
を
流
血
の
内
管
血
脳
で
ム

テ
ス
シ
置
装
察
観
Ｇ
Ｃ
Ｉ
な
能
可
が

光
蛍
る
い
用
に
術
出
摘
瘍
腫
脳
と
ム

み
組
め
じ
か
ら
あ
が
ム
テ
ス
シ
識
認

1

式
新
最
の
台

成
平
（
鏡
微
顕

25
年
9

よ
る
え
見
に
的
体
立
も
て
く
な
か
覗

置
装
査
検
位
電
発
誘
・
図
電
筋
中
術

常
が
置
装
援
支
術
手
端
先
最
の
ど
な

う
よ
る
れ
ら
け
受
を
術
手
て
し
心
安 

復
会
社
の
）
瘤
脈
動
脳
裂
破
（
血
出

よ
に
置
装
の
記
前
も
で
術
手
瘤
脈
動

お
は
医
門
専
療
治
内
管
血
は
に
院
当

科
外
経
神
脳

線
前
最
療
診

村岡 尚

中村卓也

患
疾
象
対

中村裕一

色
特
の
療
治

野
分
意
得

頸動脈の血管

脳動脈瘤

脳腫瘍



3  第 89 号 長野松代総合病院だより

を
絡
連
と
医
門
専
の
内
県
は
合
場
な 

血
Ａ
Ｐ
‐
ｔ
は
て
い
お
に
塞

脳

性
急
超
る
す
と
心
中
を
法
療
解
溶
栓

で
ん
組
を
制
体
療
診
た
し
ざ
め
を
復 

さ
目
注
が
症
頭
水
圧
常
正
性
発
特
て

下
膜
も
く
椎
腰
い
な
ま
込
め
埋
を
ブ 

発
期
早
は
て
い
お
に
患
疾
経
神
脳

が
医
勤
常
科
外
経
神
脳

3

も
来
外
急
救
く
な
で
け
だ
療
診
来
外

24

い
て
し
応
対
で
制
体
間
時

る
な
と
初
方
地
信
北
東
は
Ｉ
Ｒ
Ｍ

3.0

が
）
能
解
分
高
（
ラ
ス
テ

1

1.5

が
ラ
ス
テ

2

3.0

Ｒ
Ｍ
ラ
ス
テ

の
管
血
小
微

ん
せ

通う
つ

枝し

病
小
微
や
脈
動

 

査
検
な
要
重
り
よ
で
断
診
の
症
知
認

で
が
別
鑑
に
的
率
効
ど
な
症
頭
水
圧 

に
う
よ
る
が
な
つ
に
療
治
期

2

の
名

 

剤
製
方
漢
て
し
と
療
治
助
補
の
療
治

方
漢
は
て
い
お
に
ど
な
症
知
認
や
痛

ら
得
が
果
成
な
好
良
で
用
併
の
療
治

供
提
を
療
治
な
効
有
も
て
し
対
に
状

長
部
科
外
経
神
脳
（

 

岡
村

 

）
尚

東北信地方初
第 2世代 3.0 テスラＭＲＩ装置

断
診
・
療
治
防
予

療
治
方
漢

1.5 テスラ 3.0 テスラ（描出向上）
1.5 テスラＭＲＩと 3.0 テスラＭＲＩの比較画像

3Ｄモニター最新の顕微鏡を使用した頸動脈内膜剥離術


